
東
大
阪
の
力
を
被
災
地
へ

東東
大大
阪阪
のの
力力
をを
被被
災災
地地
へへ

み

ぞ

う

未未
曾曾
有有
のの
被被
害害
をを
もも
たた
らら
しし
たた
東東
日日
本本
大大
震震
災災
のの
発発
生生
かか
らら
２２

かか
月月
がが
経経
過過
しし
まま
しし
たた
がが
、、
現現
在在
もも
１１００
万万
人人
をを
超超
ええ
るる
方方
がが
避避
難難

生生
活活
をを
送送
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

市市
でで
はは
、、
ここ
れれ
まま
でで
職職
員員
のの
派派
遣遣
やや
物物
資資
のの
提提
供供
なな
どど
ささ
まま
ざざ

まま
なな
支支
援援
をを
行行
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
市市
民民
もも
イイ
ベベ
ンン
トト
会会
場場

にに
義義
援援
金金
のの
募募
金金
箱箱
をを
設設
置置
すす
るる
なな
どど
、、
東東
大大
阪阪
のの
元元
気気
をを
被被
災災

地地
へへ
届届
けけ
よよ
うう
とと
活活
動動
しし
てて
いい
まま
すす
。。

今今
ここ
そそ
、、
被被
災災
者者
のの
たた
めめ
にに
でで
きき
るる
ここ
とと
をを
考考
ええ
、、
行行
動動
しし
てて

みみ
まま
せせ
んん
かか
。。

今
年
で
３４
回
目
と
な
る
市
民

の
祭
典
「
東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ

い
祭
り
」
が
５
月
８
日
に
ふ
れ

あ
い
通
り
会
場
（
近
鉄
八
戸
ノ

里
駅
〜
布
施
駅
北
側
道
路
）
と

花
園
中
央
公
園
会
場
の
２
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
祭
り
は
、
市
民
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
行
委
員
会

を
結
成
し
、
市
民
の
力
で
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
、
ふ
れ
あ
い
通
り
会
場

で
は
、
午
前
９
時
４５
分
か
ら
パ

レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
。
キ
ッ
ズ

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
日
新
高
校
吹

奏
楽
部
な
ど
計
３６
団
体
が
、
陽

気
な
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

花
園
中
央
公
園
会
場

で
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
を
披
露
。
ま

た
、
被
災
地
福
島
県
の

特
産
品
を
集
め
た
ブ
ー

ス
な
ど
が
出
店
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

両
会
場
で
は
、
東
大

阪
市
の
新
名
物
「
カ
レ

ー
パ
ン
」
を
販
売
す
る

ブ
ー
ス
も
出
店
。ま
た
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
を
東
大
阪
市
に
誘

致
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
考
慮

し
て
見
送
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
し
た
が
、
東
大
阪
の
元
気
を

被
災
地
へ
届
け
よ
う
と
開
催
を

決
定
。案
内
所
に
は
、義
援
金
の

募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、
計
９１
万

８
８
３
８
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
・
東
関
東
の
吹

奏
楽
の
仲
間
を
支
援
し
よ
う
と
５
月
３
日
、
近
畿
大

学
で
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
近
畿
大
学
吹
奏
楽
部
が
大

阪
府
内
の
中
学
校
や
高
校
に
呼
び
か
け
、
計
２７
団
体

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
市
内
の
中
学
生
や
日
新
高
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
本
を
代
表
す
る
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
奏
者
・
外
囿
祥
一
郎
さ
ん
の
近
畿
大
学

吹
奏
楽
部
へ
の
友
情
出
演
な
ど
も
あ
り
、
約
２
５
０

０
人
が
学
生
た
ち
の
演
奏
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
義
援
金
や
使
用
し
て
い
な
い
楽

器
の
寄
付
な
ど
を
募
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、
集

ま
っ
た
義
援
金
と
楽
器
な
ど
は
、
東
北
や
東
関
東
の

吹
奏
楽
連
盟
に
送
ら
れ
ま
す
。

２妊婦健診の助成を拡充

３年金から住民税を引き落とし

４・５保健所・センターだより

６・７東日本大震災特集

■人 口：503，670人
■世帯数：220，941世帯（平成23年5月1日現在）

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
か
月
余
り

チチャャリリテティィーーココンンササーートト
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被災地で応急給水活動をする市職員と給水を喜ぶ子ども��

ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
で

行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド

大大 盛盛 況況市民ふれあい祭り
元気よ 届け！

■東日本大震災特集
※６・７面にも掲載。

元
気
い
っ
ぱ
い
、
ふ
れ
あ
い
祭
り

を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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市
で
は
、
６
月
か
ら
妊
婦
健

康
診
査
の
公
費
負
担
額
を
１
人

に
つ
き
５
万
５
０
０
０
円
か
ら

１０
万
円
に
拡
充
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
診
査
内
容
は
、

大
阪
府
内
の
医
療
機
関
ま
た
は

助
産
所
で
の
診
察
、
血
圧
・
尿

・
血
液
検
査
で
、
妊
婦
健
康
診

査
受
診
券
は
母
子
健
康
手
帳
と

と
も
に
お
渡
し
し
ま
す
。
受
診

券
に
定
め
る
検
査
項
目
以
外
の

検
査
は
実
費
で
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
費
負
担
額
の
増
額

に
伴
い
、
平
成
２３
年
６
月
１
日

以
降
は
、
旧
の
妊
婦
健
康
診
査

受
診
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
２３
年
６
月
１
日
以
前
に
母

子
健
康
手
帳
を
取
得
し
て
い
る

助
成
対
象
者
は
、
受
診
券
の
交

換
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
診
券

の
交
換
は
交
換
時
点
の
残
枚
数

お
よ
び
種
類
に
応
じ
て
行
い
ま

す
の
で
、
１
人
に
つ
き
追
加
で

４
万
５
０
０
０
円
分
の
助
成
と

な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
対

象
者
に
は
、
個
別
に
受
診
券
の

交
換
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
（
５
月
２８
日
発
送
予
定
）
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
と
受
診
券

を
持
参
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
平
成

２３
年
６
月
１
日
以
前
に
母
子
健

康
手
帳
を
取
得
し
た
方
で
お
知

ら
せ
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
２３
年
４
・
５
月

に
大
阪
府
内
の
医
療
機
関
や
助

産
所
で
受
診
し
て
利
用
し
た
受

診
券
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
い
戻

し
し
ま
す
。
払
い
戻
し
の
準
備

が
で
き
し
だ
い
、
対
象
者
へ
個

別
に
連
絡
し
ま
す
の
で
、
受
診

時
の
領
収
書
は
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

▽
東
・
中
・
西

保
健
セ
ン
タ
ー（
東
�
０
７
２
・

９
８
２
・
２
６
０
３
、�
０
７
２

・
９
８
６
・
２
１
３
５

中
�

０
７
２
・
９
６
５
・
６
４
１
１
、

�
０
７
２
・
９
６
６
・
６
５
２
７

西
�
０
６
・
６
７
８
８
・
０
０

８
５
、
�
０
６
・
６
７
８
８
・

２
９
１
６
）

▽
健
康
づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
２
、

�
０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
９

平
成
２３
年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
決
定
通
知
書
は
、
６
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。保
険
料
は
、

６
月
の
第
１
期
分
か
ら
来
年
３

月
ま
で
の
第
１０
期
分
ま
で
の
計

１０
回
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
表
に
当
て
は
ま

り
、
世
帯
合
計
所
得
金
額
が
基

準
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ

り
減
免
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
決
定
通
知
書
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
医
療
保
険
室
保
険
料

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請

理
由
に
よ
り
、
添
付
書
類
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
減
免
条
件

▽
１８
歳
以
上

の
被
保
険
者
全
員（
擬
制
世
帯
主

を
含
む
）が
税
務
署
・
市
民
税
課

・
医
療
保
険
室
保
険
料
課
な
ど
へ

所
得
申
告
し
て
い
る

▽
国
民

健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い（
徴

収
猶
予
の
承
認
を
受
け
、
誓
約

・
納
付
履
行
中
の
世
帯
は
除
く
）

※
不
況
な
ど
に
よ
る
所
得
減

少
は
減
免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
減
免
の
範
囲

▽
風
水
害

・
火
災
・
地
震
・
落
雷
・
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
重
大
な
損
害
を
受
け
た

▽

事
業
の
休
廃
業
・
失
業
な
ど
に

よ
り
、
加
入
世
帯
の
所
得
が
前

年
中
の
所
得
よ
り
４
割
以
上
減

少
し
た

▽
世
帯
に
原
子
爆
弾

被
爆
者
が
い
る

▽
世
帯
に
障

害
者（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
１
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
）

が
い
る

▽
母
子
・
父
子
世
帯

で
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
扶

養
し
て
い
る
（
１８
歳
以
上
の
被

保
険
者
が
い
る
場
合
を
除
く
）

▽
昭
和
２２
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
の
み
の
世
帯
ま
た
は
高
齢

者
の
み
の
所
得
に
よ
り
、
ほ
か

の
者
を
扶
養
し
て
い
る

【
失
業
者
特
別
減
免
】

平
成
２２
年
１
月
１
日
以
降
に

主
た
る
所
得
者
が
リ
ス
ト
ラ
や

倒
産
、
廃
業
に
よ
り
現
在
も
失

業
中
で
、
主
た
る
所
得
者
が
就

労
を
伴
わ
な
い
所
得
（
年
金
・

不
動
産
・
利
子
な
ど
）が
な
く
、

主
た
る
所
得
者
以
外
の
被
保
険

者
所
得
が
３８
万
円
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
減
免
が
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
添
付
書
類
が

必
要
で
す
の
で
、
く
わ
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
は
届
出
を

非
自
発
的
失
業
軽
減
の
届
出

は
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
と
特
定
理
由
離
職
者
が
対

象
で
す
。
軽
減
期
間
は
離
職
日

の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
そ
の

月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末

ま
で
で
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
は
、

非
自
発
的
失
業
者
の
給
与
所
得

を
１
０
０
分
の
３０
と
し
て
算
定

し
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
軽
減

国
民
健
康
保
険
料
は
、
国
民

健
康
保
険
世
帯
の
平
成
２２
年
中

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
に
よ

り
、
保
険
料
の
均
等
割
額
と
平

等
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。な
お
、

昭
和
２１
年
１
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
年

金
の
雑
所
得
金
額
か
ら
最
大
１５

万
円
控
除
し
た
後
の
金
額
で
判

定
し
ま
す
。

軽
減
率
は
、
２
割
、
５
割
、

７
割
の
い
ず
れ
か
で
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
軽
減
の

判
定
に
は
収
入
が
な
く
て
も
確

定
申
告
・
市
民
税
申
告
・
国
民

健
康
保
険
所
得
申
告
な
ど
が
必

要
で
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
緩
和

同
じ
世
帯
の
方
が
国
民
健
康

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
行
し
、
国
民
健
康
保
険

の
単
身
世
帯
と
な
っ
た
場
合
、

５
年
間
は
保
険
料
の
医
療
分
・

支
援
金
分
の
平
等
割
額
を
半
額

に
し
ま
す
。
ま
た
、
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
な
ど
）
の
被
保

険
者
本
人
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
し
、
被
扶
養
者
で

新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
方
が
６５
歳
以
上
の
場
合
、

当
分
の
間
は
申
請
に
よ
り
所
得

割
を
全
額
免
除
し
、
軽
減
に
該

当
す
る
場
合
を
除
き
均
等
割
額

を
半
額
に
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

旧
被
扶
養
者
の
み
の
世
帯
は
平

等
割
額
も
半
額
に
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

こ
の
ほ
ど
、
府

や
�
日
本
政
策
金

融
公
庫
な
ど
に
対

し
、
野
田
市
長
が

市
内
中
小
企
業
へ

の
資
金
面
で
の
支

援
な
ど
に
関
す
る

要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

要
望
書
は
、
府

が
中
小
企
業
融
資

制
度
を
４
月
に
改

正
し
て
緊
急
経
営

対
策
資
金
を
廃
止
し
た
た
め
、

公
的
金
融
機
関
の
中
小
企
業

向
け
の
融
資
を
利
用
す
る
市

内
中
小
企
業
が
増
加
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら

行
っ
た
も
の
で
す
。

府
に
は
、
改
正
し
た
中
小

企
業
融
資
制
度
が
市
内
中
小

企
業
の
経
営
に
影
響
を
お
よ

ぼ
す
懸
念
が
あ
る
た
め
改
善

を
求
め
、
市
内
金
融
機
関
に

は
東
大
阪
商
工
会
議
所
専
務

理
事
の
平
本
善
憲
さ
ん
も
同

行
し
、
市
内
中
小
企
業
へ
の

金
融
支
援
を
求
め
る
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

野
田
市
長
は
、「
原
油
の
高

騰
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
が

あ
り
、
市
内
中
小
企
業
の
経

営
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
。
市
と
し
て
も
で
き
る

限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

日本政策金融公庫東大阪支店の真屋
支店長に要望書を手渡す野田市長

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

（表）平成２３年度所得基準

ひとり
親家庭

１８４万円

２１７万円

※１人増えるごとに３３万円を加算。

障害者

１８１万円

２１４万円

２４７万円

高齢者

１２５万円

１５８万円

１９１万円

世帯
人数

１人

２人

３人

妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診のののののののののののののののののののののののののの助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成をををををををををををををををををををををををををを拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充
最大５万５，０００円を１０万円に

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援

府
と
金
融
機
関
へ

要
望
書
を
提
出

４
・
５
月
分
も
対
象
に

平
成
２３
年
度
国
民
健
康
保
険
料

減
免
受
付
は
６
月
中
旬
か
ら

（２）平成２３年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
落
と
し（
特
別
徴

収
制
度
）を
平
成
２１
年
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、高
齢
者
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

高
齢
者
の
納
税
の
便
宜
を
図
る
と
と
も
に
、
市

町
村
の
事
務
の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
新
た
な
税
負
担
が

生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

６５
歳
以
上（
４
月
１
日
現
在
）の

年
金
受
給
者
で
、
住
民
税
を
納

税
す
る
義
務
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
年
金
か
ら
住
民
税
の
引
き

落
と
し（
特
別
徴
収
制
度
）を
平

成
２１
年
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
金
を
支
給

す
る
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年

金
保
険
者
が
、
年
金
を
支
給
す

る
前
に
住
民
税
を
引
き
落
と
し
、

市
区
町
村
へ
直
接
納
入
す
る
も

の
で
、
年
金
受
給
者
の
納
税
の

手
間
が
省
か
れ
る
と
と
も
に
、

市
町
村
の
徴
収
の
効
率
化
を
図

る
も
の
で
す
。

新
た
な
税
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん

特
別
徴
収
制
度
の
導
入
は
、

納
税
方
法
を
変
更
す
る
だ
け
の

も
の
で
、
こ
の
制
度
に
よ
る
新

た
な
税
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
は
６５
歳
以
上
で
年
金

所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
納
税

義
務
者
】

対
象
は
、
４
月
１
日
現
在
６５

歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、前
年

中
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民

税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▽
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
引
き
落
と
し
さ
れ
る
住
民
税

額
が
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額

を
超
え
る
方

【
引
き
落
と
し
対
象
年
金
】

住
民
税
の
引
き
落
と
し
の
対

象
と
な
る
年
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
ま
た
は
昭
和
６０
年
以
前
の

制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
や
退
職

年
金
な
ど
で
す
。
な
お
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
、
非
課

税
の
年
金
か
ら
引
き
落
と
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
引
き
落
と
し
住
民
税
額
】

年
金
所
得
の
金
額
か
ら
計
算

し
た
住
民
税
額
の
み
を
引
き
落

と
し
し
ま
す
。
給
与
所
得
や
事

業
所
得
な
ど
か
ら
計
算
し
た
住

民
税
額
は
、
給
与
か
ら
の
引
き

落
と
し
ま
た
は
納
付
書
、
口
座

振
替
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

仮
徴
収
と
本
徴
収

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
初
年

度
は
、
１０
月
か
ら
の
本
徴
収
に

よ
り
特
別
徴
収
を
行
い
ま
す
。

引
き
落
と
し
の
開
始
が
１０
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
と
な
る
た
め
、

住
民
税
額
の
う
ち
６
月
と
８
月

は
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

次
年
度
以
降
は
、
前
年
度
２

月
の
引
き
落
と
し
額
と
同
額
を

４
月
・
６
月
・
８
月
に
仮
徴
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
仮
徴

収
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
税

額
を
１０
月
・
１２
月
・
翌
年
２
月

に
分
け
て
本
徴
収
し
ま
す
。

【
引
き
落
と
し
が
中
止
と
な

る
場
合
】

引
き
落
と
し
開
始
後
、
市
外

へ
の
転
出
や
税
額
の
変
更
、
年

金
の
支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
引
き
落
と
し
が
中
止

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
税
か
ら

住
宅
ロ
ー
ン
を
控
除

平
成
１１
年
か
ら
平
成
１８
年
ま

で
と
平
成
２１
年
か
ら
平
成
２５
年

ま
で
に
居
住
を
開
始
し
た
住
宅

に
限
り
、
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
が
引
き
き
れ
な
か
っ

た
場
合
、
住
民
税
か
ら
も
控
除

で
き
ま
す
。

勤
務
先
か
ら
の
給
与
支
払
報

告
書（
年
末
調
整
済
み
の
も
の
）

の
提
出
や
税
務
署
で
の
確
定
申

告
に
よ
り
自
動
的
に
住
民
税
へ

の
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
は
原
則
不
要
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

市では、このほど次の計画を策定

しました。今後、各計画に沿ってさ

まざまな事業に取り組んでいきます。

各計画は市ホームページでご覧にな

れます。

【教育振興基本計画】
長期的な視野に立ちながらきめ細

やかな教育施策を進めるための計画

です。同計画は「未来にトライ�夢
へ向かう子どものはばたく力を育て

るまち～『協育』で支える心豊かで、

個性輝く人づくり」を理念とし、自立

して生きる力を持った子どもたちを

育てることを基本指針としています。

■問合せ先 教育企画室 ０６（４３０９）

３２６４、�０６（４３０９）３８３７
【第三次生涯学習推進計画】
平成２３年度から平成３２年度まで市

民が自主的・自発的に学習できるよ

うに一人ひとりのまなびを支援し、

その成果をさまざまな分野でいかし

てもらうための計画です。

「まなびづくり・ひとづくり・ま

ちづくり」の視点で、まなびの循環

型サイクルを進めていく内容となっ

ています。

■問合せ先 社会教育課 ０６（４３０９）

３２７９、�０６（４３０９）３８３５
【子ども読書活動推進計画】
すべての子どもが読書の楽しさを

知り、自主的に読書活動ができるよ

う、同計画に基づき、発達段階に応

じた環境の整備を積極的に推進して

いきます。

■問合せ先 図書館総務室 ０７２

（９６５）７７００、�０７２（９６５）９２１２

子どもたちが安心して学校へ登下

校できるよう、すべての市立学校区

で始まった「愛ガード運動」が、今

年で７年目を迎えました。

この運動は、地域のボランティア

が登下校時の付き添いや巡回などの

見回り、あいさつや声かけなどの活

動を行うもので、約１万８，０００人の協

力員により支えられています。

活動を受け、地域や家庭からは、

子どもが安心して登下校ができるよ

うになり、地域の人との交流や挨拶

の輪が広がったなどの声も届いてい

ます。また、防犯意識や危機管理意

識も高まり、交通事故防止などにも

効果を発揮し、交通マナーの向上に

も役立っています。

■問合せ先 学校教育推進室 ０６

（４３０９）３２６８、�０６（４３０９）３８３８

これまでの納め方
納付書で納める
（普通徴収）

１月

１万５千円

１／４

年税額の１／４ずつ納付書または口座振替で納めていた

だいていました。

１０月

１万５千円

１／４

８月

１万５千円

１／４

６月

１万５千円

１／４

月
税額
算出方法

新たに特別徴収になる場合の納め方
年金から引き落とし
（特別徴収）

２月

１万円
１／６

６月・８月は年税額の１／４ずつをこれまでどおり納付書または

口座振替で納めていただきます。１０月・１２月・２月は年税額の１／

６ずつを引き落とします。

１２月

１万円

１／６

１０月

１万円

１／６

納付書で納める
（普通徴収）

８月

１万５千円

１／４

６月

１万５千円

１／４

月
税額
算出方法

特別徴収を開始した次年度以降の納め方
年金から引き落とし
（特別徴収）

２月

１万円

年税額の残りの１／３ずつ

４月・６月・８月は、前年度の２月の税額と同額を引き落としま

す。１０月・１２月・２月は、年税額から４月・６月・８月の税額を

差し引いた残りの税額を引き落とします。

１２月

１万円

１０月

１万円

８月

１万円
前年度の２月と同じ額

６月

１万円
４月

１万円
月
税額
算出方法

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収

６６５５歳歳以以上上のの
年年金金受受給給者者がが対対象象

住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税
ののののののののののののののの
引引引引引引引引引引引引引引引
ききききききききききききききき
落落落落落落落落落落落落落落落
ととととととととととととととと
ししししししししししししししし

子どもを守る地域のスクラム～愛ガード運動７年目へ

教育振興・生涯学習・子ども読書活動を推進

６月は子ども安全確保推進月間

計画を策定しました

（例）住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１日（３）



家庭犬のしつけ方教室

飼い主の義務や犬の習性などの講義

と犬の誘導方法や問題行動の矯正など

の実習を行います。

�時�所６月１４日～７月１２日の毎週火曜
日 ※時間は個別に通知。 �所旧保健
所プレハブ庁舎 ※初日は保健所で午

後１時～４時。 �対全日程参加できる
高校生以上の方で次のすべてに当ては

まる飼い主と飼い犬 �飼い犬登録お
よび狂犬病予防注射をしている �人
および犬に対して攻撃性がない �飼
い犬が健康である �雌犬の場合は発
情中でない �混合ワクチンを受けて
いる �定１８組程度（抽選） ※結果は

６月１０日�までに通知。 �申ハガキに
教室名、住所、氏名、電話番号、飼い

犬登録番号、不妊手術の有無、しつけ

で学びたいことを書いて、６月６日�
（必着）までに郵送

�申�問〒５７８・０９２１水走３―１２―３２ 動物指

導センター ０７２（９６３）６２１１、�０７２
（９６３）１６４４

ぜん息児サマーキャンプ

スポーツやレクリエーションを通し

て、ぜん息に関する自己管理方法を学

びませんか。 �時８月２２日�～２５日�
（３泊４日） �所YMCA六甲山（兵庫
県神戸市灘区） �対市内在住のぜん息
のある小学校３年生～５年生 �定４０人
（抽選） �申申込書に必要事項を書いて、
６月１日�～１０日�に直接 ※申込書

は保健センターで配布。参加者は後日

主治医の意見書が必要。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

健康相談・禁煙相談広場

�時�所�６月８日���中保健センタ
ー �９日���夢広場（布施駅前）
�１４日���東保健センター、�もも
の広場（楠根） �１７日���やまなみ
プラザ（四条）、�中保健センター �
２１日���ゆうゆうプラザ（日下）、�
はすの広場（近江堂） �２３日���グ
リーンパル（中鴻池） ☆�が午前１０時
３０分～１１時３０分、�が午後３時～４時
�対成人 �内健康・禁煙相談、女性の健
康相談、血圧測定など

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�所�６月２３日�午後１時、午後１
時４５分、午後２時３０分�中保健センタ
ー �７月２１日�午前９時１５分～１０時
１５分�市民会館展示室（申込みは６月
８日�午前９時から西保健センターへ）
�対平成２３年４月１日現在、４０歳以上の
偶数年齢の女性 �定各５０人（申込先着順）
�料８００円 ※生活保護受給者および市民

税非課税世帯の方は無料。 �持バスタ
オル

�申�問中・西保健センター

快適な環境づくりを
６月はゴキブリ駆除強調月間

ゴキブリは感染症や食中毒の病原体

を運ぶ害虫です。次のことを心がけ、

快適な環境をつくりましょう。 �食
品を保存するときは容器に入れ、きっ

ちりふたをする �残飯やごみ類はえ
さになるので、ふた付きのごみ箱に入

れる �台所はいつも清潔にする �
砂粒のような黒い排せつ物は取り除く

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

建物の所有者は
飲み水の衛生管理を

６月１日�から７日�までは「水道
週間」です。安全な飲み水を確保する

ため、建物の所有者は飲み水の衛生管

理に気をつけましょう。

水道水を貯水槽に貯留し、各階に給

水しているビルやマンションなどの高

層の建物では、貯水槽の管理が不適切

であると、赤水の発生や水槽内に鳥・

虫の死がいやフンが混入するなど、水

の汚染事故が起きる恐れがあります。

建物の所有者は次の管理基準を守り、

給水施設と水の衛生管理に努めてくだ

さい。また、建物の利用者が、水の異

常に気づいたときは所有者に連絡しま

しょう。

管理基準 �貯水槽の清掃は定期的
（年１回）に行う �不備な点は速や
かに改善する �水の色や濁り、にお
い、味などに注意し、異常があれば水

質検査をする �貯水槽の水が健康を
害する恐れがあるときは直ちに給水を

停止して、利用者や保健所、上下水道

局などに連絡する ※受水槽の有効容

量が１０�を超えるものは、保健所への
簡易専用水道の届出と年１回の定期検

査（厚生労働大臣の登録を受けた検査

機関による検査）が必要です。

�問�環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７ �給水課 ０６（６７２４）

１２２１、�０６（６７２１）２３７４

ところ
行 事

東保健センター
（０７２・９８２・２６０３）

中保健センター
（０７２・９６５・６４１１）

西保健センター
（０６・６７８８・００８５）

専門相談

	


�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査など

（一部有料）

�


�

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査（一

部有料）

風しん抗体検査（有料）

２日�、１６日�
９・３０～１１・００

８日�、２２日�
９・３０～１１・００

１３日�、２７日�
９・３０～１１・００

こころの健康相談（予約

制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

１日�、２日�、１４日�、
１６日�

１４・００～１６・００

２８日�
１０・００～１２・００

８日�、１４日�、１６日�、
２１日�、２２日�、２８日�

１４・００～１６・００

１日�、１５日�
１０・００～１２・００

７日�、１４日�、２１日�、
２８日�

１４・００～１６・００

結核相談
２日�、１６日�

１４・００～１５・００

６日�、２０日�
１４・００～１５・００

骨密度測定（予約制で、

対象は２０歳以上の方）

９日�
９・３０～１０・００

２２日�
９・２０～１０・００

電話健康相談 月～金曜日 ９・００～１２・００、１２・４５～１７・３０

４か月児健康診査

�平成２３年２月生まれ�
※個別に通知しています。

１４日�、２８日�
１３・１０～１４・００

７日�、１４日�、２８日�
９・１０開始

２１日�（北部）
９・３０開始

８日�、１５日�、２２日�
１３・００～１４・１０

１歳６か月児健康診査

�平成２１年１１月生まれ�
（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

１５日�、２２日�
１３・４０～１４・３０

１０日�、２４日�
１３・００開始

８日�（北部）
１３・３０開始

７日�、２１日�
１３・１５～１４・１５

３歳６か月児健康診査

�平成１９年１２月生まれ�
※個別に通知しています。

１０日�、２４日�
１３・３０～１４・２０

１日�、１７日�
１３・００開始

（北部は来月）

１４日�、２８日�
１３・１５～１４・１５

離乳食講習会 １５日� １３・３０開始 １０日� １３・００開始

ＢＣＧ接種

�３か月～６か月未満児�
１４日�、２８日�

１４・００～１４・３０

７日�、１４日�、２８日�
２１日�（北部）

９・３０～１０・００

８日�、１５日�、２２日�
１３・３０～１４・００

�太字は有料です（検査内容によって金額が異なりますので、くわしくはお問合せください）。
�飼えなくなった犬・猫の引取りは、動物指導センター（０７２・９６３・６２１１）へ。�一般健康相談は廃
止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。�（北部）は盾津鴻池公民分館分
室です。

受付場所

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６
（
６
７
８
８
）
４
４
８
３

�
０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

料 金

２，３２０円

各４３２円

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

受付日・時間

９・３０

〜

１１・００

７日�
２１日�

１３日�

検査の種類

検便
（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌Ｏ１５７）

寄生虫卵検査
（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法にもとづく
飲用水水質検査

�
�
予約制 ０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４
�
�

（４）平成２３年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

卵卵卵卵卵卵卵卵卵ややややややややや肉肉肉肉肉肉肉肉肉ののののののののの生生生生生生生生生食食食食食食食食食にににににににににごごごごごごごごご注注注注注注注注注意意意意意意意意意卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵卵やややややややややややややややややや肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉のののののののののののののののののの生生生生生生生生生生生生生生生生生生食食食食食食食食食食食食食食食食食食ににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意

仕事や家事のスキマ時間に
ボディ・メンテナンス教室

�時６月２２日、２９日、７月６日、２７日、
８月３日、９月７日（計６日間） ☆

いずれも水曜日で午前１０時～正午 �対
血糖値や血圧が高めの６５歳未満の方

�定２４人（申込先着順） �内体組成・血
管年齢測定、体組成別のおすすめの運

動・食事法、筋肉量を減らさないため

の秘けつ、正しい筋トレ法など �申講
座名、住所、氏名、生年月日、電話番

号を６月１５日�までに電話またはファ
クスで

�所�申�問中保健センター

早めのケアを
成人歯科健康相談

�時�所�６月２日�、７月７日��中
保健センター �６月９日�、７月１４
日��東保健センター �６月２２日�
�西保健センター ☆いずれも午前９

時３０分～１１時３０分でくわしい時間は申

込時に通知。 �定各１２人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

バランスよく食べて、楽しく動いて�
お昼ごはんのつどい

�時６月８日�午前１０時１５分～午後２
時 �対市内在住の６５歳以上の方 �定２０
人（申込先着順） �内調理実習と試食、
健康学習、体操実習など �料５００円 ※

保険料が別途必要。 �持エプロン、三
角巾、手ふき、筆記用具、動きやすい

服・靴 �申６月３日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

乳幼児健康相談

身体計測や保健師が育児相談などに

応じます。 �時�所�６月３日�午前９
時３０分～１０時３０分�西保健センター
�６日�午前１０時～１１時�東保健セン
ター �８日�午前１０時～１１時�ゆう
ゆうプラザ（日下） �１５日�午前１０
時～１１時�はすの広場（近江堂） �
１６日�午前９時３０分～１０時３０分�中保
健センター �２２日�午前１０時～１１時
�ももの広場（楠根） �対３歳未満の
乳幼児

�問東・中・西保健センター

ぜん息児童のための水泳教室

水泳は心肺機能を高め、運動誘発ぜ

ん息を減らします。

�時７月２２日～８月２６日の金曜日（８
月１２日を除く） ☆いずれも午後１時

３０分～３時３０分 �所NSI花園スイミン
グスクール（吉田１） �対全日程参加
できる市内在住のぜん息のある４歳～

小学校１年生 �定３０人（抽選） �申申
込書に必要事項を書いて、６月１日�
～８日�に直接 ※申込書は保健セン

ターで配布。参加者は後日主治医の参

加推薦書が必要。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

プレパパ・プレママの会

�時６月１６日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内赤ちゃんのお風呂の入れ方、講話な
ど �申６月１５日�までに電話で
�所�申�問西保健センター

あなたの肺年齢をはかります
禁煙キャンペーン

�時�所�６月７日�午前１０時～正午�
イズミヤ若江岩田店（瓜生堂１） �
１４日�正午～午後２時�ロックタウン
東大阪店（東鴻池町１） �２２日�午
前１０時～正午�イトーヨーカドー東大
阪店（吉田下島） �定各５０人（当日先
着順） �内呼吸機能検査、呼気CO測定、
簡単禁煙アドバイス

�問中保健センター

みんなで助け合い
愛 の 献 血

１８歳以上で体重５０�以上の方は、４００
mL献血にご協力ください。 �時�所�６
月５日	、２７日��近鉄布施駅北側バ
スロータリー �５日	�介護老人保
健施設四条の家（南四条町） �７日�
�菱江ショッピングプラザ（中野南）
�８日��市役所本庁舎 �９日��
マルナカ東大阪店（西岩田３） �２０日
��大�公民分館 �２８日��近鉄河
内小阪駅前 ※受付時間は場所によっ

て異なります。受付時に保険証などで

本人確認をします。

�問�大阪府赤十字血液センター ０６

（６９６２）７６５４、�０６（６９６８）４９００ �地
域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、�０７２
（９６０）３８０６

府内の遊泳場を禁煙に
大阪府遊泳条例が改正

大阪府の条例が改正され、６月１日

�から府内の遊泳場では原則禁煙とな
りました。ただし、遊泳場の開設者が

喫煙場所を設けた場合は、その場所で

喫煙することができます。

禁煙となる府内の遊泳場は、一般利

用できるプールと二色の浜海水浴場（貝

塚市）、りんくう南浜海水浴場（泉南市）、

箱作海水浴場（阪南市）、淡輪海水浴場

（岬町）です。

�問�大阪府環境衛生課 ０６（６９４１）

０３５１、�０６（６９４４）６７０７ �環境薬務課
０７２（９６０）３８０４、�０７２（９６０）３８０７

大切な方を自死で亡くされた方へ
わかちあいの会

�時６月１８日
午後２時～４時 �所く
すのきプラザ（若江岩田駅前）

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

全国で発生している食中毒の多く

が「サルモネラ属菌」や「腸管出血

性大腸菌Ｏ１５７」「カンピロバクター」

が原因です。

これらの食中毒菌は、食肉類や卵

に付着していることが多いので、次

のことに注意してください。

【新鮮なものを購入する】
食中毒菌は時間が経つにつれて増

えます。特に卵は、ひび割れのない

ものを選びましょう。また、購入後

は早く冷蔵庫に入れましょう。

【適切に保存を】
冷蔵庫や冷凍庫は菌が増えるスピ

ードを遅くすることはできますが、

殺菌するわけではないので、新鮮な

うちに食べましょう。特に卵を割っ

てから長時間放置することは危険で

す。

【充分加熱する】
生レバーや肉、卵を生食すること

は避けましょう。まれに卵の中にサ

ルモネラ属菌が存在することがあり

ますので、中心部分（目安は中心温

度８５℃で１分間）まで充分加熱しま

しょう。

また、焼肉やバーベキューをする

ときは、生食専用のはしやトングを

使用してください。

乳幼児や高齢者は特に注意を

食中毒の症状は、抵抗力の弱い乳

幼児や児童、高齢者の場合、重症化

することがありますので、特に注意

してください。

出前衛生講習会のご利用を

食品衛生の知識を高めるため、出

前衛生講習会（平日午前１０時～午後

４時）を実施しています。ぜひ、ご

利用ください。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

食中毒が多発する季節です

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１日（５）
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耐震診断で住まいの
安全を確かめようSTEP.11

耐震アドバイザーに
ご相談をSTEP. 22

耐震設計・改修で
安全安心な住まいをSTEP. 33

市
町
村
ご
と
に

発
表
し
て
い
ま
す

気
象
警
報
・
注
意
報

６
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間

【木造住宅耐震診断員派遣制度】
一定の要件を満たす木造戸建住宅に対

し、所有者負担５，０００円で耐震診断を行う

木造住宅耐震診断員派遣制度を創設しま

した。また、同時に耐震アドバイザーの

派遣の申込みもできます。対象となる建

物の要件は次のとおりです。 対象建築
物 昭和５６年５月３１日以前に原則として

建築確認を受けて市内に建てた延床面積

が５０�から２００�までの木造戸建住宅
【耐震診断補助制度】
一定の要件を満たす住宅やビルに対し、

耐震診断の費用の一部を補助しています。

補助対象となる建物の要件は次のとおり

です。 対象建築物 昭和５６年５月３１日

以前に原則として建築確認を受けて市内

に建てた建物（１戸建て住宅、長屋、共

同住宅または兼用住宅） ※住宅は現在

居住している、これから居住または使用

するもので、店舗などを兼ねる住宅は床

面積の２分の１以上を住宅の用途に使用

しているものに限る。共同住宅などは一

部所有者の申請で耐震診断はできません。

補助限度額 �木造住宅�１戸あたり診
断費用の９割（上限４万５，０００円） �非
木造住宅�１戸あたり診断費用の５割（上
限２万５，０００円）

本市の木造住宅耐震診断員派遣制度や

耐震診断補助制度を利用した方に対し、

耐震化の説明や相談、耐震補強のアドバ

イスなどを耐震アドバイザーが無料で行

います。

この制度を利用すると、住まいの専門

家である耐震アドバイザーが家に出向き、

耐震化に向けた補強方法や費用の概算な

どの相談に応じます。なお、利用には耐

震診断結果報告書が必要です。

一定の要件を満たす木造住宅の耐震設

計や改修工事に対し、耐震改修設計費用

（耐震診断と工事監理費を除く）や耐震

改修工事費の一部を補助しています。ま

た、今年度に限りこれまでの改修補助に

加え、国が木造住宅の耐震改修を１戸あ

たり３０万円補助します。

工事の着手前に申請が必要ですので、

必ず事前にお問合せください。なお、年

間の所得が１，２００万円以下で、固定資産税

と都市計画税を滞納していない方に限り

ます。補助対象となる要件は次のとおり

です。 対象建築物 昭和５６年５月３１日以

前に原則として建築確認を受けて市内に

建てた地上２階以下の自己所有の木造住

宅（１戸建て住宅、共同住宅または兼用

住宅） ※住宅は現在居住しているまた

はこれから居住するもので、店舗などを

兼ねる住宅は床面積の２分の１以上を住

宅の用途に使用しているものに限る。ま

た、住宅部分が道路突出などの防災上の

支障となっていないもの。 対象となる
設計・工事 �耐震診断の結果、建築物
の評点１．０未満を１．０以上または１階部分

を１．０以上に高めるもの、０．７未満を０．７以

上に高めるもの �一部の部屋の耐震性
能を確保するもの（シェルター設置工事）

で、市長が認めたもの ※ただし、耐震

改修設計・工事に併せて行うリフォーム

などは含みません。 補助額 �設計�
耐震改修設計費用（耐震診断および工事

監理費を除く）の７割（上限１０万円） �
工事�耐震改修工事（工事監理費を含む）
と７０万円（低所得者は９０万円）を比較して

低い額 ※耐震改修技術者が作成した耐

震改修計画書の提出などが必要。工事の

補助額は国の緊急支援３０万円を含みます。

出前開催します
耐震勉強会

本市の耐震診断・改修補助制度をわか

りやすく説明する耐震勉強会の出前開催

をしています。また、希望者は専門家の

無料相談も受けられます。開催は、夜間

や土・日曜日もできます。参加者は１０人

以上で希望日の２週間前までに申し込ん

でください。

◇ ◇

■申込み・問合せ先 指導監察課 ０６

（４３０９）３２４５、�０６（４３０９）３８３４

市
で
は
、
３
月
１１
日
の
震
災
発
生
直
後
か
ら

消
防
職
員
を
岩
手
県
へ
派
遣
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
（
下
表

参
照
）。

実
際
に
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
職
員

は
東
北
人
の
力
強
さ
や
謙
虚
さ
な
ど
を
知
り
、

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
被
災
者
の
役
に
立
ち
た
い

と
語
っ
て
い
ま
す
。

支
援
活
動
に
参
加
し
、
被
災
者
と
向
き
合
っ

た
職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

３
月
２５
日
か
ら
４
月
１
日
ま
で
日
本
水
道
協
会
大

阪
支
部
を
通
し
て
、
現
在
も
市
域
の
９
割
で
断
水
状

態
が
続
く
岩
手
県
陸
前
高
田
市
気
仙
町
で
飲
み
水
を

届
け
る
応
急
給
水
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

陸
前
高
田
市
は
、
昔
か
ら
地
下
水
を
水
源
と
し
、

３
本
の
井
戸
を
利
用
し
て
地
下
水
を
く
み
上
げ
、
生

活
に
使
用
し
て
き
た
日
本
で
も
珍
し
い
地
域
で
す
。

し
か
し
、今
回
の
津
波
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
全
滅
し
、

井
戸
も
使
用
で
き
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
他
の

被
災
地
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
作
業
が
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
で
は
水
源
の
確
保
と

い
う
問
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

両
手
を
合
わ
せ
、
水
を
受
け
取
る
被
災
者
も
多
く
、

ど
こ
ま
で
も
謙
虚
な
東
北
人
の
印
象
が
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。

支
援
活
動
に
参
加
で
き
、
東
北
地
方
の
一
日
で
も

早
い
復
興
を
心
か
ら
願
う
と
と
も
に
、
機
会
が
あ
れ

ば
、
ま
た
支
援
活
動
に
参
加
し
、
少
し
で
も
被
災
者

の
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

み

ぞ

う

今
回
の
未
曾
有
の
被
害
を
見
て
、
看
護
師
と
し
て

自
分
も
被
災
者
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
、
日
本
看

護
協
会
を
通
じ
て
４
月
１１
日
か
ら
１５
日
ま
で
、
福
島

県
郡
山
市
内
の
避
難
所
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
」
で
被
災
者
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

同
避
難
所
は
、
原
発
事
故
に
よ
り
、
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
約
２
０
０
０
人
の
方
々
が
避
難
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
ら
れ

る
医
師
と
連
携
し
、
被
災
者
の
身
の
周
り
の
世
話
な

ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。

到
着
当
初
は
、
被
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
か
月
が
経

過
し
た
頃
で
被
災
者
の
疲
労
が
見
て
取
れ
る
よ
う
な

状
況
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
元
気
に
な
る
よ
う
す
も

感
じ
ら
れ
、
私
も
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
阪
へ
帰
っ
て
き
て
思
う
こ
と
は
、
被
災
者
の
み

な
さ
ん
が
す
ご
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
東
北
地
方
以
外
の
私
た
ち
が
が

ん
ば
り
、
継
続
的
な
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
被

災
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

市では、耐震性が不充分な建築物の耐震改修を進めていくため、

これまでの耐震診断・改修制度の拡充に加えて、今年度から木造住

宅耐震診断員派遣制度と耐震改修設計補助を新設しています。

我が家の安全を確かめるために耐震診断を受け、耐震アドバイザ

ーによる適切なアドバイスを受けてみませんか。

上下水道局水道施設部
石川 実

市立総合病院看護局
餅田 佳美

私
は
、
震
災
翌
日
の
３
月
１２

日
か
ら
２０
日
ま
で
、
大
津
波
で

が

れ
き

「
瓦
礫
の
荒
野
」
と
も
言
え
る

状
況
に
な
っ
た
岩
手
県
上
閉
伊

郡
大
�
町
で
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
際
に
も
現
場
で
救
助

活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
被
害
は
そ
れ
を

上
回
る
も
の
で
、
被
災

地
は
テ
レ
ビ
で
見
て
い

た
状
況
を
さ
ら
に
超
え

る
も
の
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
東
大
阪
隊
と
し

て
生
存
者
の
発
見
・
救
助
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
大
阪

隊
を
含
む
大
阪
府
隊
と
し
て
生

存
者
を
救
助
で
き
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
で
は
自
分
自
身
が
被

災
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

先
頭
に
立
っ
て
、
地
域
の
復
興

活
動
を
行
っ
て
い
る
方
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の

隊
員
か
ら
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
走
る
消
防
車
に
対
し
て
、
地

元
の
方
々
が
深
々
と
お
辞
儀
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
さ
れ
て

い
る
姿
を
見
た
と
い
う
話
も
聞

き
、
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

今
後
も
被
災
者
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て

い
く
と
と
も
に
、今
回
の
経
験
を

職
務
に
い
か
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

消防局警防部警備課
平川 正隆

３月１１日 �消防局から１４人を岩手県大�町へ派遣（５
日間）。人命検索・救助活動に従事。

１２日 �市議会が義援金１００万円を全会派一致で決定
し、日本赤十字社を通じて送金。

�消防局から３人を岩手県大�町へ派遣（９
日間）。現地指揮本部の活動やベースキャン
プ設営、食料調達などに従事。

１３日 �消防局から１３人を岩手県大�町へ派遣（８
日間）。人命救助活動に従事。

１４日 �災害支援対策本部を設置。
�市内１０か所に義援金募金箱を設置（５月１３
日現在、計２，２４９万３４０円）。

１５日 �消防局から２人を岩手県大�町へ派遣（６
日間）。人命救助活動に従事。

１８日 �保健所・保健センターから保健師１人を宮
城県仙台市へ派遣（５日間）。避難所で被災
者の健康チェックなどを実施。

２３日 �大阪府からの依頼により、マスク４万８，０００
枚、排せつ物収納袋５，０３５袋、アルファ化米
１万食、生理用品５，４００枚を支援物資として
提供。

２５日 �市議会が市内５か所の駅頭で募金活動を実
施（計４６万８，２８０円）。
�ワンストップサービスの窓口と専用電話を
設置。

�上下水道局から２人を岩手県陸前高田市へ

派遣（８日間）。応急給水活動に従事。
２６日 �危機管理室から１人を岩手県陸前高田市へ

派遣（６日間）。避難所で物資配給などを実施。
�福島県いわき市へ飲料水（５００�）１万８００本、
マスク８万６，４００枚、生理用品６，４８０枚などを
支援物資として搬送。

２７日 �保健所・保健センターから保健師１人を岩
手県山田町へ派遣（５日間）。避難所で被災
者の健康チェックなどを実施。

２８日 �被災者を対象に市営住宅の入居者募集を開始。
�保健所・保健センターから保健師１人を岩
手県山田町へ派遣（５日間）。避難所で被災
者の健康チェックなどを実施。

３０日 �上下水道局から２人を岩手県陸前高田市へ
派遣（８日間）。応急給水活動に従事。
�保健所・保健センターから保健師１人を岩
手県山田町へ派遣（５日間）。避難所で被災
者の健康チェックなどを実施。

４月２日 �保健所・保健センターから保健師１人を岩
手県山田町へ派遣（５日間）。避難所で被災
者の健康チェックなどを実施。

４日 �上下水道局から２人を岩手県陸前高田市へ
派遣（８日間）。応急給水活動に従事。
�職員課から１人を岩手県大�町へ派遣（８
日間）。遺体安置所で受付などに従事。
�被災者へ市営住宅を提供。３世帯が入居。

５日、９日
�保健所・保健センターから保健師各１人を
岩手県山田町へ派遣（各５日間）。避難所で
被災者の健康チェックなどを実施。

８日 �被災者へ市営住宅を提供。２世帯が入居。
９日 �建築営繕室から１人を岩手県大�町へ派遣

（８日間）。町役場で窓口業務に従事。
�岩手県大�町と陸前高田市へレトルトカレ
ー１，０２０食を支援物資として搬送。

１０日 �市立総合病院から看護師１人を岩手県大船
渡市へ派遣（６日間）。県立病院で看護業務
に従事。

１１日 �市立総合病院から看護師２人を福島県郡山
市へ派遣（６日間）。避難所で看護業務に従
事。
�保健所・保健センターから保健師１人を岩
手県山田町へ派遣（５日間）。避難所で被災
者の健康チェックなどを実施。

１４日 �上下水道局から４人を岩手県陸前高田市へ
派遣（８日間）。応急給水活動に従事。
�岩手県盛岡市へ応急給水袋（３�）５，０００枚、
ポリタンク（７�）１５０個などを支援物資と
して搬送。

１５日、１７日
�保健所・保健センターから保健師各１人を
岩手県山田町へ派遣（各５日間）。避難所で

被災者の健康チェックなどを実施。
１８日 �開発指導課から１人を宮城県仙台市へ派遣

（６日間）。被災宅地危険度判定業務に従事。
�岩手県盛岡市へポリタンク（７�）１００個な
ど、宮城県石巻市へ応急給水袋（３�）５，０００
枚などを支援物資として搬送。

１９日 �上下水道局から２人を岩手県陸前高田市へ
派遣（８日間）。応急給水活動に従事。

２０日 �宮城県立石巻北高校などへ自転車１００台、空
気入れ２７台などを支援物資として搬送。

２１日、２３日、２７日、５月５日
�保健所・保健センターから保健師各１人を
岩手県山田町へ派遣（各５日間）。避難所で
被災者の健康チェックなどを実施。

２２日 �民間住宅無償提供者の募集を開始。
２４日、２９日、５月４日

�上下水道局から各２人（５月４日は４人）を
岩手県陸前高田市へ派遣（各８日間）。応急
給水活動に従事。

５月１０日 �保健所・保健センターから精神保健福祉相
談員１人を岩手県山田町へ派遣（６日間）。
避難所と地域で心の健康に関する相談およ
びケアを実施。

※支援物資は、市内企業から提供された物品
も含まれています。

市
で
は
、
災
害
発
生
時
に

避
難
情
報
な
ど
を
い
ち
早
く

携
帯
電
話
に
お
知
ら
せ
す
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
を
６
月
８
日
か
ら

導
入
し
ま
す
。

災
害
発
生
時
は
、
携
帯
電

話
が
集
中
し
て
利
用
さ
れ
る

の
で
、回
線
に
混
雑
が
生
じ
、

つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
は
、
回
線
に
混
雑

が
生
じ
た
場
合
で
も
独
自
の

基
地
局
か
ら
市
域
内
の
携
帯

電
話
の
利
用
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
２
０
０
８
年
１１
月
以
降

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
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機
種
）
に
情
報
を
配
信
す
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も
の
で
、
受
信
す
る
た
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登
録
手
続
き
や
登
録
料
、
受

信
料
な
ど
は
不
要
で
す
。

導
入
に
よ
り
、
避
難
に
関

す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す

の
で
、
災
害
発
生
時
は
落
ち

着
い
て
冷
静
な
対
応
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
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気
象
庁
で
は
、
災
害
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
気
象

警
報
・
注
意
報
を
市
町
村
ご

と
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
「
東
大
阪
市
」
と

表
示
し
て
い
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ

れ
る
と
き
は
画
面
に
表
示
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き
る
文
字
数
や
読
み
上
げ
可

能
な
文
章
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
本
市
を
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大
阪
府
」

ま
た
は
「
東
部
大
阪
」
と
発

表
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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認
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さ
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。

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
な
ど
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
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集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土

砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

降
雨
量
が
１
時
間
に
２０
�

以
上
ま
た
は
降
り
始
め
か
ら

１
０
０
�
を
確
認
し
、
が
け

か
ら
水
が
急
に
わ
き
出
し
た

り
、
石
垣
や
壁
に
亀
裂
な
ど

の
現
象
が
起
こ
っ
た
り
し
た

ら
早
く
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
常
に
気
象
情
報
に
注

意
し
、
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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今、自分にできることを

東
北
人
の
強
さ

阪神・淡路大震災を
上回る被害

一
日
も
早
い
復
興
を
願
う

東日本大震災から２か月 市のこれまでの支援状況

継
続
的
な
支
援
を

看
護
師
と
し
て
被
災
者
の
た
め
に

耐震診断・改修制度のご利用を

災
害
避
難
情
報
を
迅
速
に
提
供
へ

エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
導
入

府内初

（６）平成２３年６月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１日（７）
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市民バレーボール大会抽選会

大会は７月３日�午前９時から東大
阪アリーナで開催します。 �時６月１７
日�午後７時１５分から（受付は午後７時
から） �所市民会館５階第１会議室
�対市内在住、在勤の方（高校生を除く）
�料１チーム（６人制）３，０００円
�問�市バレーボール協会「松澤」

０７２（９６３）６０２１ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

傍聴しませんか
障害福祉計画策定会議

第３期障害福祉計画の策定会議を開

催します。 �時６月２７日�午後１時３０
分～３時３０分 �所市役所本庁舎１階多
目的ホール �定５人（抽選） �申ハガキ
に行事名、住所、氏名、電話・ファク

ス番号、手話通訳の有無を書いて、６

月１３日�（必着）までに郵送（ファク
ス、Ｅメールも可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所障害者支援室
０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５、�
shogai@city.higashiosaka.lg.jp

子ども手当の振込みは６月１５日

６月期（２月～５月分）の子ども手

当は、６月１５日�が振込日です。子ど
も手当現況届（更新の手続き）が未提

出の場合は手当が支給できませんので、

早急に国民年金課または行政サービス

センターに提出してください。

なお、児童手当の平成２１年度現況届

を提出していないなどで児童手当の支

給が停止になっている方は、児童手当

の現況届と子ども手当の申請が必要で

す。申請すると申請月の翌月分から支

給します。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

６月１日～７日は水道週間です

駅頭キャンペーン

６月１日から７日までは水道週間で

す。「蛇口から あふれるぼくらの 夢・

未来」をスローガンに、次のとおり駅

頭キャンペーンを行います。水は限り

ある資源です。ぜひこの機会に、水の

大切さについて考えましょう。 �時�所
�６月１日��近鉄布施駅前 �２日
��近鉄八戸ノ里駅前 ※いずれも午

後５時からで粗品がなくなり次第終了。

�問水道総務部総務課 ０６（６７２４）１２２１、

�０６（６７２１）２３７４

ビーチサンダルデザインコンペ２０１１

ラグビーワールドカップ誘致活動を

盛り上げるため、東急ハンズ梅田店（大

阪市北区）で、誘致ロゴを使用したビ

ーチサンダルのデザインを６月５日�
から１３日�まで展示します。
展示期間中は投票を行い、最も多く

投票されたデザインは商品化されます。

�問ラグビーワールドカップ誘致室
０６（４３０９）３０２０、�０６（４３０９）３８４７

農産物品評会

市内の農家が作った野菜の展示と品

評会を開催します。 �時６月２４日�午
前９時～午後４時 �所市役所本庁舎１
階多目的ホール

�問農政課 ０６（４３０９）３１８０、�０６（４３０９）
３８４６

まちづくり活動の参考に
地域まちづくり活動内容発表会

市では、さまざまな分野で地域のた

めに活動している団体のまちづくり事

業に助成金を交付しています。今年の

申請団体による活動内容発表会（プレ

ゼン）を行いますので、ぜひお越しく

ださい。 �時６月１１日�午後１時～２
時２０分 �所市役所本庁舎１８階研修室
�問まちづくり支援課 ０６（４３０９）３３５０、

�０６（４３０９）３８１２

しない させない 就職差別

採用面接で家族の出身地や職業、思

想・信条などを質問して、本人に責任

のないことや自由であることで応募者

を判断すると就職差別につながるおそ

れがあります。

府では、６月を「就職差別撤廃月間」

と定め、就職の機会の均等を保障する

ことの大切さを啓発していきます。

【街頭キャンペーン】
�時６月１日�午前８時から �所近鉄
布施駅前

【就職差別１１０番】
採用面接の差別などの相談に応じま

す。 �時６月２２日�～２４日�午前１０時
～午後６時 相談電話 ０６（６２１０）９５１８、

�０６（６２１０）９５１７、�rosei�g04@sb
ox.pref.osaka.lg.jp

【人権問題啓発研修会・求人説明会】
来春中学・高校卒業者の求人を考え

ている事業所を対象に、求人説明会を

行います。 �時６月８日�午後１時３０
分～４時 �所市民会館市民ホール �内
講演「採用と人権」など

◇ ◇

�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

市立総合病院で働く助産師・看護師

の採用試験を次のとおり行います。日

本国籍の有無にかかわらず受験でき、

経験に応じて給与の加算があります。

【助産師・看護師Ａ】
�対昭和４１年４月２日以降生まれで、
それぞれの免許をすでに取得してい

る方 �定７０人程度 採用予定時期
７月または８月 試験科目 個別面

接 合格発表（予定） ６月６日�午
後

【助産師・看護師Ｂ】
�対昭和４７年４月２日以降生まれで、
それぞれの免許を来春取得見込みの

方 �定４０人程度 採用予定時期 来

年４月 試験科目 個別面接、適性

検査 合格発表（予定） ６月１６日�
◇ ◇

試験日 ６月５日� �申５月３０日
�まで ※申込書は市立総合病院総

務課・看護局、人事課、市政情報コ

ーナーで交付。市ホームページから

ダウンロードもできます。

�申�問市立総合病院総務課 ０６（６７８１）

５１０１、�０６（６７８１）２１９４

職場復帰をめざす

支援セミナー

市立総合病院へ看護師や助産師と

して職場復帰を考えている方を対象

に病棟体験を実施しています。 �時
６月～来年２月の第１火曜日午前１０

時～午後４時（１月を除く） �定各
５人（申込先着順） �持白靴
�所�申�問市立総合病院看護管理室

０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２２７１

�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�０６（６７８４）５６３０

１４日	
２８日	

１０日�
２４日�

２日�
１６日�

３日�
１７日�

９日�
２３日�

７日	
２１日	

３日�
１７日�

１日�
１５日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

日下町丹波神社東

上石切町２・駅前公園

西石切町２・ダイアパレス横

横小路メイ・トーラス

東大阪養護老人ホーム

桜井児童遊園

瓢�山稲荷神社東駐車場
上四条町大池公園

新池島町児童遊園

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

鴻池公園西

府営東鴻池第二住宅

島之内・メープルコート

玉串西団地集会所前

府営東大阪玉串住宅

若江東町２・ライオンズマンション

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

岩田町６・プレジデント東大阪

８日�
２２日�

８日�
２２日�

１日�
１５日�

２日�
１６日�

１４日	
２８日	

７日	
２１日	

９日�
２３日�

１０日�
２４日�

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

１３：３０～１４：３０

１５：１０～１６：１０

１４：００～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：１０～１３：５０

１４：００～１４：３０

１４：４０～１５：１０

１５：４０～１６：３０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：２０

１３：２０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：４０～１６：３０

花園西町公園

若江本町北公園

イズミヤ若江岩田店

東楠風荘公園稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

中小阪・大和公園

近江堂行政サービスセンター北

八戸の里公園相撲場西

市営島町住宅

市営鷺島住宅集会所前

新喜多公園

金岡公園

柏田公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

稲田公園

御厨天神社境内

新家西町第２公園

御厨東・五百石公園

※西石切町７・オーク新石切はマンション改修工事のため６月まで巡回を中止し、

中鴻池町２・三島温泉前は４月から廃止しました。

市職員を募集
助産師・看護師

市立総合病院

（８）平成２３年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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夢広場文化祭

�時�内�６月１１日�、１２日�午前１０時
～午後４時�作品展（着物地の小物、
生け花など） �１１日�午後１時～３
時�太極拳・３Ｂ体操（参加可） �
１２日�午後１時～３時３０分�発表会（童
謡唱歌、フラダンス、演奏など）

�所�問夢広場（布施駅前） ０６（６７８４）

２０１４（�兼用）
ひと ひと

女と男のフォーラム
自分らしくのびやかに

男女共同参画社会の実現をめざして、

フォーラムを開催します。 �時６月２５
日�午後１時３０分～３時３０分 �所リビ
エールホール（柏原市安堂町） �内大
阪教育大学学生による合唱、講演「す

てきにアナタらしく～共生時代へのメ

ッセージ」作家・中山千夏さん ※１

歳６か月～就学前幼児の保育（６月１７

日�までに要申込）と手話通訳あり。
�問�柏原市人権推進課 ０７２（９７２）

１５４４ �人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、

�０６（４３０９）３８２３

ふれあいバスツアー

和歌山県にある紀州漆器伝統産業会

館を訪ねます。 �時７月８日�午前９時
１５分～午後４時ごろ（雨天決行） �対市
内在住の６０歳以上の方 �定４５人（抽選）
�内紀州漆器で蒔絵の丸盆作り �料３，３００円
�申６月６日�～１３日�に電話または直接
�申�問高齢者サービスセンター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

ドリーム２１
七夕週間の催し

ドリーム２１では、６月１４日�から７
月７日�までを七夕週間とし、プラネ
タリウムで七夕番組の投影や七夕かざ

りづくりを行います。ぜひ、お越しく

ださい。なお、七夕週間（日曜日を除

く）の午前はプラネタリウム一般番組

の投影はありません。

【プラネタリウム七夕番組を投影】
�時６月１４日�～７月７日�午前１０時
から、午前１１時１５分から（日曜日を除

く） �料大人４００円、高校生２００円、４
歳～中学生１００円

【ものづくり教室～七夕かざりと楽
しいおもちゃをつくろう�】
�時６月２５日�午後１時３０分～３時３０

分（受付は午後１時から） �対４歳以
上の方 �定３０人（当日先着順） �料１００円

◇ ◇

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

初夏に届けるやさしい音色の贈り物
ひるやすみホールコンサート

フルートの優しい音色で心温まるひ

とときを過ごしませんか。 �時６月１５
日	午後０時１０分～０時４０分（開場は
午前１１時４０分） �所市役所本庁舎１階
多目的ホール �内フルートトリオ・ミ
ラ（写真）による「ムーンリバー」など

�問文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６
（４３０９）３８２３

大人が楽しむおはなし会

�時６月２１日�午前１０時３０分～正午
�定５０人（当日先着順） �内東大阪おは
なしの会ねっこぼっこによる「九百九

拾九枚の金貨」「うりひめ」など

�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、�
０７２（９６５）９２１２

気功体験交流会
ボランティア・あいあいサロン

気功体験を通して、ボランティア交

流をしませんか。ボランティア募集の

情報提供などもあります。 �時６月１１日
�午後１時３０分～３時３０分 �所総合福
祉センター �定４０人（申込先着順）
�申�問ボランティア・市民活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

エコマーケット

家庭で眠っている贈答品や日用品な

どを販売します。 �時６月４日�午前
１０時～午後３時（雨天中止） �所市役
所本庁舎１階駐車場

�問消費生活センター内消費者団体協
議会 ０７２（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

郷土博物館コーナー展示
古墳からみつかる装身具

市内の古墳から出土した金属・石製
は に わ

の装身具類や埴輪などを展示します。

�時６月７日�～１０月２日�午前９時３０
分～午後４時３０分 ※月曜日と祝日の

翌日は休館。 �料一般５０円、高校・大
学生３０円、小・中学生２０円

�所�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、�
０７２（９８６）１４３２

アナログ放送は７月２４日まで
地デジ相談

地上デジタル放送について、地デジ

アドバイザーがさまざまな相談に応じ

ます。 �時６月７日�、１４日�、２１日
�、６月２７日�～８月２６日�のうち木
曜日を除く平日 ☆いずれも午前１０時

～正午、午後１時～４時 �所市役所本
庁舎１階ロビー ※自治会など各種団

体への出張説明会も実施します。

�問総務省大阪府テレビ受信者支援セ
ンター（デジサポ大阪）０６（４７９０）７１０９

多重債務者法律相談

�時６月２１日�午前１０時～正午、午後
１時～４時 ※１人３０分以内。 �対市
内在住の方 �定１０人（申込先着順）
�申６月１日	午前９時から電話で
�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

人 権 相 談

【特設人権相談】
�時６月１６日�午後２時～４時 �所夢
広場（布施駅前）

�問社会福祉協議会内人権擁護委員会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４
【常設人権相談】
�時土・日曜日、祝日を除く午前９時

～午後４時

�所�問大阪法務局東大阪支局 ０６（６７８２）

５５６３

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

出張就業相談

母子家庭の母と寡婦を対象に、専門

の相談員が就職・転職の求人情報の提

供や資格取得のための就業支援講習な

どを行います。 �時６月１６日�午前１０時
～午後４時 �所イコーラム（男女共同参
画センター） �定５人（申込先着順） ※
１歳６か月～就学前幼児の保育あり（１

人２００円で６月７日�までに要申込・定
員あり）。 �申６月１５日	までに電話で
�申�問母子家庭等就業・自立支援セン

ター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）３７９６
�問こども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

自立しながら地域との結びつきや

家族関係を見つめ直しませんか。

�時６月２５日�午後１時３０分～４時３０
分（開場は午後１時） �定２４４人（申
込先着順） �内�枚岡西小学校児童
によるコーラス �映画「おひとり
さまを生きる」の上映 �スマイル
ひょうたんやま会長の岡本定雄さん

とジャーナリストの川名紀美さんと

のトーク ※１歳６か月～就学前幼

児の保育（１人４００円）と手話通訳あ

り。 �申往復ハガキに行事名、住所、
氏名、電話・ファクス番号、保育の

有無（必要な場合は子どもの氏名、

生年月日）を書いて、６月１８日�（必
着）までに郵送（電話またはファク

ス、Ｅメール、直接も可）

【ひとことメッセージを展示】
「男女共同参画社会に向けて ひ

とことメッセージ」の入選作品を展

示します（申込不要）。 �時６月１８日
�～３０日�
�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、
�ikoramu@nifty.com

記
念
の
つ
ど
い

自分で選んだ暮らし方、生き方
～げんき ハツラツ 東大阪・地域の中で

６月２３日～２９日は男女共同参画週間

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１日（９）



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

荒荒本本子子育育てて支支援援セセンンタターー

【よちよちタイム】
�時６月６日�、１７日�午後１時３０分

～３時３０分 �所荒本子育て支援センタ
ー �対よちよち歩きの１歳児とその保
護者 ※申込不要。

【遊んでランチタイム】
�時６月１０日�午前１０時３０分～正午
�所荒本子育て支援センター �対１歳以
上の乳幼児とその保護者 �定２０組（申
込先着順） �申６月３日�午後３時か
ら電話で

【楽しいスタンプ遊び】
�時６月１０日�午後１時３０分～３時
�所荒本子育て支援センター �対２歳以
上の幼児とその保護者 �定３０組（申込
先着順） �申６月３日�午後１時から
電話で

【おむつはずれ】
�時６月１３日�午前１０時～１１時３０分・午
後１時３０分～３時、２４日�午後１時３０
分～３時 �所荒本子育て支援センター
�対１歳６か月以上の乳幼児とその保護
者 �定各１３組（申込先着順） �申６月１
日�午後１時～７日�午後５時に電話で
【アンパンマン体操をしよう】
�時�所�６月１６日��御厨公園（御厨中
１） �２０日��ももの広場（楠根） ☆
いずれも午前１０時～１１時３０分 �対就学
前乳幼児とその保護者 �定３５組（申込先
着順） �申６月６日�午前１０時から電話で
【パパとベビーマッサージ】
�時６月１８日�午後１時３０分～３時
�所荒本子育て支援センター �対１１か月
までの乳児とその保護者 �定２０組（申
込先着順） �申６月６日�午後１時か
ら電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻鴻池池子子育育てて支支援援セセンンタターー

【よちよちタイム】
�時６月６日�午前９時３０分～１１時３０

分、１７日�・２７日�午後１時３０分～４
時 �所鴻池子育て支援センター �対よ
ちよち歩きの１歳児とその保護者 ※

申込不要。

【おでかけホッと広場】
体操や楽しい遊びをします。 �時�所

�６月１３日��鴻池スカイランド �
２０日��吉原公園（吉原２） ☆いず

れも現地に午前１０時３０分集合、１１時３０分

解散で雨天中止 �対就学前乳幼児とそ
の保護者 ※申込不要。

【パクパク動物を作ろう】
�時６月１７日�午前１０時～１１時 �所鴻

池子育て支援センター �対１歳以上の
乳幼児とその保護者 �定２０組（申込先
着順） �持１	の牛乳パック１個、お
茶 �申６月３日�午前１０時３０分～午後
５時に電話で

【親子ひろば】
隔週水曜日に親子で遊んだり、お話

したりします（計５日間）。 初回の
�時�対�定�６月２２日��平成２１年４月２
日～平成２１年９月３０日生まれの乳幼児

・２０組 �２９日��平成２１年１０月１日～
平成２２年４月１日生まれの乳幼児・１５

組 ☆いずれも午前１０時～１１時 ※抽

選のうえ、当選者には６月１７日�まで
に連絡。 �所鴻池子育て支援センター
�申６月６日�～１０日�午前１０時３０分～
午後５時に電話または直接

【牛乳パックでイヌを作ろう】
�時６月２４日�午前９時３０分～１１時３０分
�所鴻池子育て支援センター �対就学前
乳幼児とその保護者 �定８組（抽選）
�料５０円 �持１	の牛乳パック５個、お
茶 �申６月１０日�午後１時３０分～５時
に電話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長長瀬瀬子子育育てて支支援援セセンンタターー

【おでかけあかちゃん広場】
ママ同士の交流やふれあい遊びをし

ます。 �時６月３日�午前１０時３０分～
１１時３０分 �所森河内公民分館 �対未歩
行児とその保護者 ※申込不要。

【おでかけ夢広場】
アンパンマン体操やふれあい遊びを

します。 �時６月２０日�午前１０時～１１
時３０分 �所夢広場（布施駅前） �対１
歳６か月以上の乳幼児とその保護者

�定２５組（申込先着順） �申６月１０日�
午後１時から電話で

【よちよちタイム】
�時６月３日�、６日�、１７日�、２４

日�午後２時３０分～４時 �所長瀬子育
て支援センター �対よちよち歩きの１
歳児とその保護者 ※申込不要。

【親子で遊ぼう�いないいないばぁ】
�時６月１０日�午前１０時～１１時３０分
�所長瀬子育て支援センター �対１歳児
とその保護者 �定１５組（申込先着順）
�申６月３日�午後１時から電話で
【ははは歯の話】
�時６月１７日�午前１０時～１１時 �所長

瀬子育て支援センター �対就学前乳幼
児とその保護者 �定１５組（申込先着順）
�申６月６日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

ああささひひっっここ

【大人のメニューから離乳食】
試食をしながら食育のお話をします。

�時６月８日�午前１０時～１１時 �所あさ
ひっこ（旭町子育て支援センター）

�対１歳未満の乳児とその保護者 �申６
月１日�午前１０時から電話で
【フェルトで作るカラフル電車】
�時６月１６日�午前１０時～１１時 �所あ

さひっこ �対１歳以上の乳幼児とその
保護者 ※材料費が必要。 �申６月９
日�午前１０時から電話で
【枚岡梅林へ出かけよう】
�時６月２２日� ☆あさひっこに午前

１０時集合、現地で正午に解散 �対２歳
以上のしっかり歩ける幼児とその保護

者 �持弁当、お茶、手ふき、敷物、帽
子 �申６月１５日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�定各１０組（申込先着順）
�申�問あさひっこ ０７２（９８０）８８７１、�

０７２（９８５）１０５５

友友井井保保育育所所

【みんなで遊びましょう】
�時６月１５日�午前１０時～１１時３０分
�所太平寺公民分館 �対就学前乳幼児と
その保護者

�問友井保育所 ０６（６７２３）００７０、�０６
（６７２２）４８８８

イコーラムカレッジ
災害を考える

防災や減災、災害復興などについて

男女共同参画の視点から考えます。

�時６月１８日�午後２時～４時 �対市内
在住、在勤、在学（いずれか）の方 �定
２０人（抽選） �講関西学院大学災害復興
制度研究所研究員・山地久美子さん

※１歳６か月～就学前幼児の保育あり

（１人２００円・定員１０人）。 �申ハガキに
講座名、受講動機、住所、氏名、電話

・ファクス番号、保育の有無（必要な

場合は子どもの氏名、生年月日）を書

いて、６月１１日�（必着）までに郵送
（電話またはファクス、Ｅメール、直

接も可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

パソコン教室

エクセルのデータベース機能の使い

方を学びます。 �時６月１１日�、１８日
�、２５日�午後２時３０分～４時３０分
�対全日程受講でき、ウィンドウズの基
本操作とエクセルができる方 �定１１人
（抽選） �料４，５００円 �申ハガキに教室
名、住所、氏名、年齢、電話番号を書

いて、６月８日�（必着）までに郵送
（ファクスも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

市民人権講座 生き生き人生学
コミュニケーション力アップ講座

夫婦・パートナ

ーとのコミュニケ

ーションや周囲と

の人間関係を見直

し、これからの人

生を前向きに考え

ませんか。 �時６
月２４日�午前１０時

～１１時３０分 �所イコーラム（男女共同
参画センター） �定２０人（申込先着順）
�講女性ライフサイクル研究所・森�和
代さん（写真） �申講座名、氏名、電話
番号を６月１日�から電話またはファ
クス、Ｅメールで（直接も可） ※１

歳６か月～就学前幼児の保育と手話通

訳あり（６月１７日�までに要申込）。
�申�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�

０６（４３０９）３８２３、�jinkenkeihatsu
@city.higashiosaka.lg.jp

子育て支援センター・保育所の催し

親子で遊ぼう�

※車での来場はご遠慮ください

まなぶのつづき

（１０）平成２３年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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青少年女性センターの教室

【ゆかたの着付・帯結び体験】
�時６月２６日�午後１時～３時３０分
�対市内在住、在勤、在学（いずれか）
の女性 �定１５人（抽選）
【絵手紙体験】
暑中見舞いハガキを作ります。 �時

６月２９日�午前１０時～正午 �対市内在
住、在勤、在学（いずれか）の方 �定
２０人（抽選） �料３００円

◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏名
（ふりがなも）、年齢、電話番号を書い

て、６月１４日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

東大阪アリーナトレーニングルーム
新規登録者講習会

�時６月２０日�、２３日�～２５日�午後
１時３０分～３時３０分、午後３時３０分～

５時３０分 �対１６歳以上の方 �定各１０人
（抽選） �内機械器具の使い方やトレ
ーニングの注意点など �料３００円 �持
室内シューズ、トレーニングウェア

�申往復ハガキ（１人１枚）に講習名、
希望日時、住所、氏名、年齢、性別、

電話番号を書いて、６月７日�（必着）
までに郵送

�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０ 東

大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６
（６７２６）１９９４

歴 史 講 座
鴻池新田駅誕生秘話

収集資料をもとに、明治４５年に誕生

したＪＲ鴻池新田駅にまつわるエピソ

ードをお話します。 �時６月５日�午
後１時３０分～３時 �定３０人（当日先着
順） �料大人３００円、小・中学生２００円
�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

グリーンパルの教室

【相続の話～人が死んだら、その人
の財産はどうなるのか】
�時６月１２日�午後１時３０分～３時
�対市内在住、在勤（いずれか）の方
�定４０人（当日先着順）
【折り紙教室】
�時６月２６日�午後１時３０分～４時
�対市内在住、在勤（いずれか）の方 �定
１０人（抽選） �料５００円 �持はさみ、カ
ッターナイフ �申６月１６日�まで
【ミニトランポ教室】
�時７月１４日�、２８日�、８月１１日�、

２５日�午前１０時～１１時２０分 �対全日程参
加できる市内在住、在勤（いずれか）の

４０歳以上の方 �定４０人（抽選） �料２，０００
円 �持運動できる服・靴、飲み物 �申
６月１５日�まで

◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、各申込期限

（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

赤十字健康生活支援講習

高齢者の自立をめざした介護ができ

るよう、必要な知識や技術を学びませ

んか。 �時６月２７日～７月１４日の月・
木曜日午後１時３０分～３時３０分（６月

２７日と７月１４日は午後４時３０分まで）

�所総合福祉センター �対全日程受講で
きる市内在住の高齢者の家族やボラン

ティア �定２０人（抽選） ※１５人未満

の場合は中止。 �料５００円 �申講習名、
住所、氏名、年齢、電話番号を６月１７

日�までに電話またはファクスで
�申�問ボランティア・市民活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

コールセンタースタッフ養成講座

�時�内�７月２３日～９月１７日の土曜日
（計８日間）	基礎訓練 �平日（計２０
日間）、集合研修（計２日間）	応用訓
練 �所大阪府ひとり親家庭等在宅就業
支援センター（大阪市中央区）など �対
市内在住のひとり親家庭の母・父また

は寡婦で全日程受講でき、応用訓練終

了後にコールセンターで就労可能な方

�定１８人 ※適性審査（一般常識、パソ

コン入力など）があります。基礎訓練

にのみ保育あり。 �申ひとり親家庭が
証明できるもの（児童扶養手当証書、

戸籍謄本など）、履歴書用の写真（縦４


×横３
）を持って、電話予約のう
え福祉事務所へ６月１７日�までに直接
�申�問東・中・西福祉事務所子育て支

援係 �東	０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６７１ �中	０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６４）７１１０ �西	０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７
�問こども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

メロディうんどう教室

�時６月９日�、２２日�午後１時３０分
～３時 �対市内在住の６０歳以上の方
�定各２５人（申込先着順） �内運動や生
活指導など �持タオル、飲み物、体操
ができる服・靴 �申６月１日�から電
話で（直接も可）

�所�申�問高齢者サービスセンター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

【カラオケ指導教室】
�時６月９日�午前１０時～正午 �定

１５人（抽選） �料２００円 �申６月５日
�まで
【パソコンスクール】
�時�料�申�初心者（文字入力の基礎）
	６月１０日�午前１０時～１１時３０分・
１００円・７日�まで �応用（オリジ
ナル便箋の作り方）	６月２１日�午
前１０時～正午・１，０００円・１７日�まで
�定各２０人（抽選） �持ノートパソコ
ン（レンタル１００円）

【講座～源氏物語・夕顔の巻】
�時６月１１日�午前１０時～午後０時

３０分 �定７０人（抽選） �料３００円
�申６月７日�まで
【初心者囲碁教室】
�時６月１１日�午後３時３０分～５時
�定１０人（抽選） �料２００円 �申６月７
日�まで

【美術教室（日本画）】
花や果実を描きます。 �時６月１０

日�午前９時３０分～午後０時３０分
�定１５人（抽選） �料２，０００円 �持鉛筆、
消しゴム、筆、パレット、古いタオ

ル �申６月７日�まで
【手作り絵本教室】
�時６月１１日�午前１０時～午後０時

３０分 �定２０人（抽選） �料１，０００円
�持はさみ、カッターナイフ、定規
�申６月７日�まで
【寄せ植え入門】
�時６月１２日�午前１０時～正午 �定

２０人（抽選） �料１，０００円 �持ゴム手
袋、ピンセット、ビニール袋 �申６
月７日�まで
【書道教室～中国漢詩を学ぶ】
�時６月１９日�午前１０時～正午 �定

２０人（抽選） �料１，０００円 �持書道具
一式、半紙 �申６月１５日�まで

【美術教室（水墨画）】
椿を描きます。 �時６月２５日�午

前１０時～午後０時３０分 �定１０人（抽
選） �料１，０００円 �持墨、硯、大筆、
小皿 �申６月２１日�まで
【うたごえ喫茶】
アコーディオン演奏にあわせて歌

います。 �時６月１９日�午前１０時～
午後０時３０分 �定７０人（抽選） �料７００
円 �申６月１４日�まで
【草木染め教室】
スカーフやストールを染めます。

�時６月１９日�午前１０時～午後３時
�定３０人（抽選） �料２，０００円 �持ゴム手
袋、エプロン �申６月１５日�まで
【あじさいハイキング】
�時６月２６日�午前１０時～午後３時
�定２０人（抽選） �料２００円 �持弁当、水
筒、着替え、滑らない靴、雨具 �申
６月２１日�まで

◇ ◇

�申行事名、住所、氏名、年齢、電
話番号を各申込期限までに電話また

はファクスで

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

グリーンガーデンひらおかの教室＆催し

新しいこと始めてみよう

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１日（１１）
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家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

市
で
は
、生
ご
み
を
減
量
す

る
た
め
に
、家
庭
用
電
動
式
生

ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト

（
生
ご
み
処
理
容
器
）の
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
要
件

▽
市
内
に
居
住

し
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を

自
ら
使
用
す
る
た
め
に
購
入

▽
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
１

世
帯
に
つ
き
１
基
、コ
ン
ポ
ス

ト
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で

◇
補
助
額

生
ご
み
処
理

機
な
ど
の
購
入
費
用
の
半
額

※
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

は
上
限
２
万
円
、
コ
ン
ポ
ス

ト
は
上
限
３
千
円
。

◇
申
請
方
法

申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
き
必
要
書
類

を
添
え
て
、直
接
ま
た
は
郵
送

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
循
環

社
会
推
進
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
９
９
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
８

地
球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
中
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
改
め
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

地
球
に
も
家
庭
に
も

や
さ
し
い
暮
ら
し
を

〜
環
境
家
計
簿

環
境
家
計
簿
は
、
電
気
・
ガ

ス
な
ど
の
使
用
量
を
毎
月
記
録

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
わ
か
る
も

の
で
す
。
使
用
量
が
削
減
で
き

れ
ば
、
光
熱
費
の
節
約
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

地
球
に
も
家
庭
に
も
や
さ
し

い
暮
ら
し
の
き
っ
か
け
に
、
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
取
組
期
間

７
月
〜
１２
月

◇
申
込
方
法

住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
６
月
１
日
�
か
ら

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で

【
環
境
家
計
簿
説
明
会
】

◇
と
き

６
月
２５
日
�
午
後

２
時
〜
３
時

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館

※
申
込
不
要
。

【
Ｗ
ｅ
ｂ
版
環
境
家
計
簿
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も「
環

境
家
計
簿
」
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。Ｗ
ｅ
ｂ
版
で
は
、

参
加
者
内
で
ラ
ン
キ
ン
グ
や
削

減
量
の
グ
ラ
フ
も
表
示
さ
れ
ま

す
。
職
場
や
団
体
で
取
り
組
む

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

市
役
所
も
ク
ー
ル
ビ
ズ

市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
、
冷
房
温
度
２８
度

を
目
標
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
６
月
か
ら
９
月
ま

で
職
員
に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
軽

装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
を
奨
励
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
前
倒
し

し
て
５
月
１６
日
�
か
ら
開
始
し
、

終
了
も
１０
月
３１
日
�
ま
で
延
長

し
ま
す
。
な
お
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

に
あ
わ
せ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
活
動
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
ラ
ガ
ー
シ
ャ

ツ
を
購
入
し
た
職
員
が
随
時
着

用
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
か
な
環
境
創
造

基
金
の
活
用
を

市
で
は
、
豊
か
な
環
境
創
造

基
金
を
活
用
し
、
市
民
団
体
な

ど
が
行
う
地
球
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
や
地
域
環
境
の
改
善
な

ど
、
環
境
に
関
す
る
活
動
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
対
象

�
公
共
的
な
施
設

に
事
業
者
団
体
な
ど
が
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
の
環
境
に
配
慮

し
た
設
備
を
設
置
す
る
事
業

�
市
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
所
が
単
独
（
市
立
を

除
く
）
ま
た
は
地
域
住
民
な
ど

と
協
働
で
行
う
環
境
教
育
事
業

�
市
民
団
体
や
事
業
者
団
体
な

ど
が
実
施
す
る
環
境
に
関
す
る

啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
河
川
浄
化
活

動
な
ど
の
先
進
的
な
事
業

※
個
人
や
企
業
の
単
独
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
補
助
額
・
募
集
件
数

�

対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限

５０
万
円
）以
内
で
１
回
限
度
・
２

件
程
度

�
�
１
団
体
２０
万
円

以
内
で
１
回
限
度
・
１０
件
程
度

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
６
月
１０
日

�
ま
で
に
直
接

※
申
請
書
な
ど
は
環
境
企
画

課
で
配
布
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備

設
置
費
用
を
補
助

市
で
は
、
国（
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

の
補
助
を
受
け
た
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
な
お
、
月
ご
と
に

発
生
し
た
売
電
や
買
電
電
力
量

の
報
告
、
環
境
家
計
簿
・
市
の

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
取

組
み
が
必
要
で
す
。

◇
補
助
額

発
電
シ
ス
テ
ム

の
最
大
出
力
×
３
万
円
（
上
限

１２
万
円
・
４
kW
ま
で
）

◇
募
集
件
数

５０
件
程
度（
申

込
先
着
順
）

◇
対
象

次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方

▽
平
成
２１
年
２

月
１
日
以
降
に
設
置
工
事
が
完

了
し
て
い
る

▽
市
内
の
申
請

者
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
（
店

舗
な
ど
と
の
併
用
可
）
に
設
置

し
て
い
る

▽
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
６
月
１
日

�
〜
７
月
２９
日
�
午
後
１
時
〜

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
に
直
接

※
申
請
書
は
環
境
企
画
課
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
・

改
修
費
用
を
補
助

専
門
家
が
工
場
や
事
務
所
、

ビ
ル
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
状
況
を
調
査
・
分
析
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
す
る
手
法
や

効
果
を
提
案
し
ま
す
。
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象

中
小
企
業
基
本
法

第
２
条
第
１
項
各
号
に
規
定
す

る
中
小
企
業
者

【
省
エ
ネ
診
断
】

◇
要
件

年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
が
原
油
換
算
で
１０
k�
以

上
１
０
０
k�
未
満

◇
募
集
件
数

１０
件
（
申
込

先
着
順
）

◇
募
集
期
間

６
月
１
日
�

〜
１２
月
２９
日
�

【
省
エ
ネ
改
修
】

◇
要
件

▽
省
エ
ネ
診
断
を

受
け
て
い
る

▽
工
事
が
未
着

工
で
あ
る

▽
来
年
３
月
１５
日

ま
で
に
工
事
が
完
了

▽
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
な
ど

◇
募
集
件
数

２
件
程
度（
申

込
先
着
順
）

◇
補
助
額

対
象
経
費
の
３

分
の
１
以
内
で
上
限
１
５
０
万

円
◇
募
集
期
間

６
月
１
日
�

〜
７
月
２９
日
�

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

環

境
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
９
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８
、
Ｅ
メ
ー
ルk

a
n

k
y
o
k
ik
a
k
u
@
city
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

市民が主体のまちづくり編

まちづくりの取組みを通じて、楽し

さや達成感、連帯感を味わい、まちに

誇りと愛着を持つ市民が増えるよう、

後期基本計画では、市民が自分たちの

できることをいかしながら活力あるま

ちづくりを主体的に行うことができる

「市民が主体的に活躍するまち」をめ

ざしています。

５月８日、第３４回東大阪市民ふれあ

い祭りが開催され、今年も多くの家族

連れでにぎわいました。ふれあい祭り

実行委員長の谷岡一郎さんは、「東日本

大震災がありましたが、市民のみなさ

んがふれあえることの幸せを感じなが

ら、楽しんでもらえたら」と話し、野

田市長は、「ふれあい祭りは昭和５３年に

市民の発案により始まった地方分権の

先がけと言えるイベントです。私たち

東大阪市民が元気な市民活動を通じて、

東北地方のみなさんの復興を支えてい

きたい」と語りました。

市では、地域の特性をいかした市民

によるまちづくりが行われるよう、地

域活動の環境づくりや情報発信などに

取り組み、活力あるまちづくりを進め

ていきます。

◇ ◇

今年からスタートした後期基本計画

は５つの部門別計画と７つの地域別計

画から構成しています。これからのま

ちづくりについて市民のみなさんによ

り深く知っていただくため、５つの部

門別計画をシリーズで紹介しています。

■問合せ先 政策推進室 ０６（４３０９）

３１０１、�０６（４３０９）３８２６

環
境
の
大
切
さ
を

環

境

展

市
で
は
、
５
月
３１
日
か
ら
６

月
５
日
を「
環
境
週
間
」と
し
、

期
間
中
は
、
府
立
中
央
図
書
館

で
環
境
展
を
開
催
し
ま
す
。

◇
内
容

▽
地
球
温
暖
化
対

策
や
ご
み
減
量
な
ど
の
環
境
パ

ネ
ル
の
展
示

▽
大
阪
府
リ
サ

イ
ク
ル
認
定
製
品
の
展
示
な
ど

◇
問
合
せ
先

循
環
社
会
推

進
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
９
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
野
田
市

長
�
と
谷
岡
実
行
委
員
長
�

６月は
環境月間生ごみの減量

ご 協 力 く だ さ い

（１２）
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